

	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「球技　ソフトボール（ベースボール型）」
	投げたボールを打つタイミングを理解し，バッティングを行う。
	　（　５　/　８　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
	・最初は近い距離から始め，徐々に距離を離していくようにさせる。
・太陽の位置も考慮し，キャッチボールする向きを統一して，けがに注意させる。
	
	　

	展
開
	２　チームごとにトスバッティングを行う。
・バッティング役，トス役，撮影役，守備役に分かれ，時間で役割を交代する。
・Chromebookで互いのバッティングフォームを撮影し，フォームに関して気付いた点を伝え合う。

３　チームごとにスローボールを投げてもらい，バッティングを行う。
・バッティング役，トス役，撮影役，守備役に分かれ，時間で役割を交代する。
	・バットを持つ手の位置や，バットの振り方についてアドバイスをし，自分に合ったバッティングフォームを見付けさせる。
・バットの芯の位置に目印を付け，そこでボールを捉えられるようにさせる。
	

	②グループ内で互いのバッティングフォームを撮影させ，改善させる。（１人１台端末等の活用）
③仲間のバッティングフォームや打つタイミングのとり方を見させながら，改善点を伝えさせる。

	ま
と
め
	４　投げられたボールを効果的に打つタイミングやバッティングフォームについての良い点，課題点を学習カードに記入する。


	・改善点だけでなく，良い点にも注目させ，記入させる。
	【知】投げたボールを打つタイミングを理解し，スイングすることができる。［観察・学習カード］
	　



保健体育科　第２学年　　本時の指導計画例

※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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